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建屋内の遠隔除染技術の開発

平成２４年４月２３日

（株）東 芝

日立GEニュークリア・エナジー（株）

三菱重工業（株）
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１．事業目的

過酷事故発生プラントでの建屋内作業･･･除染の必要性

＜現状問題点＞

汚染状態のデータ少

除染性能データ少

PCV近傍の除染対象箇所
は高線量雰囲気

＜解決策（事業の目標）＞

汚染状況の基礎データ取得

模擬試験による除染方法選定

除染ロボット試作および実証

（ＰＣＶ水張りに向け、ＰＣＶ近傍へ人のアクセスが目標）

「汚染状態の推定、調査」・・・汚染状態の推定、調査計画立案

「除染技術整理および除染概念検討」・・・除染技術整理

「模擬汚染による除染試験」・・・模擬汚染作成計画の検討

プロジェクトの背景・目的

平成２３年度における事業の目標



3

２．事業概要

無垢のコンクリート床面
に、滞留水が接触しそ
の後乾燥

無垢のコンクリート床
面が、汚染蒸気や凝縮
水に接触しその後乾燥

無垢のコンクリート床面
に、コンクリート破砕屑
が降り積もり表面塗装無し

（コンクリート面）

エポキシ塗装されてい
るコンクリート床面に、
滞留水が接触しその後
乾燥

エポキシ塗装されてい
るコンクリート床面が、
汚染蒸気や凝縮水に
接触しその後乾燥

エポキシ塗装されてい
るコンクリート床面に、
コンクリート破砕屑が
降り積もり表面塗装あり

滞留水に浸漬汚染蒸気にばく
露

飛散した汚染の
降り積もり

・事故時の経緯から核種の移行経路を推定、想定汚染状態を６種類に分類。
・得られた知見で模擬汚染の作成や除染技術の分類に繋げた。

（評価）
当初の計画通りの実施内容・スケジュールで、汚染状態を推定

平成23年度におけるプロジェクトの成果

汚染状態の推定
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TLDの回収⑥

ＴＬＤによる回収後線量測定
（２４時間）

⑤

ペイント回収、保管。分析を実
施。

④

ペイント塗布。 ２４時間放置。③

表層の瓦礫、コンクリート片な
ど回収

②

型枠を設置しTLDによる回収
前線量測定（２４時間）

①

概 念手 順＃

・現場調査（線量率、線源、表面状態、
遊離性／固着／浸透汚染）および分析
の計画書を作成。
・線量率、線源、表面状態調査に東電
所有装置を使用できる目処がたった。
・ＪＡＥＡで分担してデータ分析し汚染形
態確認することとした。

（評価）
→ 当初の計画通りの実施内容・スケ
ジュールで調査計画を立案

型枠

型枠 TLD

立案した表面汚染試料採取手順
（型枠内に引き剥がし可能なペイントで取込み回収）

東電所有ロボット
（線量率・線源・表面状態の調査に適用）

２．事業概要
平成23年度におけるプロジェクトの成果

調査計画の立案
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・「汚染状態の推定」の結果をもとに、
模擬汚染の試験片作成方法を検討し
た。
・核種の移行経路推定結果を参照し、
模擬汚染として塩化セシウムを使用す
ることとした。
・模擬汚染を付着させるコンクリートに
ついては、１Ｆのコンクリートの配合比
を調査して採用することとした。

（評価）

→ 当初の計画通りの実施内容・スケ

ジュールで、作成計画を立案

→ コンクリート経年変化の影響は継続

検討中

模擬汚染付着手順案(滞留水の浸透模擬)

コンクリート試験片製作・養生

CsCl溶液*)の浸透浸漬

各作業時間は継続して検討中
*) 滞留水の浸透模擬
CsCl溶液へ数週間試験片を浸漬した後、乾燥。

想定模擬部分：地下階浸水壁、床等

エポキシ樹脂塗装

乾燥
（コンクリート内残
留余剰水の除

去）

雰囲気制御

エポキシ塗装されているコンクリート床面
に、滞留水が接触しその後乾燥

無垢のコンクリート床面に、滞留水が接
触しその後乾燥

養生

２．事業概要
平成23年度におけるプロジェクトの成果

模擬汚染作成計画の立案
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・技術調査を行い、メーカ調査分（３２件）のほ
か、技術カタログＷＳ（２／２４）および公募への
応募分（７０件）を分類整理した。

（評価）
→公募により当初計画を上回る範囲で調査

・国際ＷＳ（３／１４）を実施し国内同様に技術
公募中。4月末集約し、今後、根拠を明確にし
て技術選定を進めてゆく計画。

技術カタログ一覧表

技術カタログの例

応募技術に対する
評価シート例

２．事業概要
平成23年度におけるプロジェクトの成果

除染技術の整理
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３．今後の計画

必要性
建屋内作業では、被ばく低減の観点から汚染されたエリア等の除染が重要となる。除染方法の選定にあたっては、除染性能、適用性、被ばく及び二次廃棄物処理

特性等を総合的に評価して選定する必要があるが、現状、汚染状態及び除染方法による除染性能のデータが少ないため、その適用性評価が必要となる。また、格納
容器等の除染対象箇所は高線量下にあるため、遠隔装置が必要となる。よって、格納容器周りのエリアを含め、遠隔装置の適用性を評価することも必要である。

実施内容

１．汚染状態の推定、基礎データ取得
除染概念検討に先立って、条件となる汚染状態を設定する必要があるた

め、除染対象箇所の汚染状態を推定・調査し、そのベースとする。まずＰＣＶ周
りのエリア（原子炉建屋１階）の汚染状況を調査し、その後、他のエリア（各建
屋の代表的な汚染源）について調査する。なお、調査のためには遠隔装置が
必要であり、汚染状況調査のための遠隔装置を検討・製作し調査に利用する。

２．除染技術整理および除染概念検討
除染技術の整理にあたっては、除染性能、除染にかかる時間、二次廃棄

物発生量と処理特性、遠隔装置との組合せの可能性等について検討を行う。
また、現場の汚染状況調査の結果により、汚染箇所に対する除染技術の選定
について、除染概念を検討し、実機適用性を検討する。

３．模擬汚染による除染試験
候補となる除染技術の試験を実施し、汚染の状態と適用可能な除染技術

のデータベースを作成する。試験に使用するサンプルは調査で得られた汚染
状態を模擬して製作する。

４．除染技術の実証

除染装置を製作し、遠隔装置と組み合わせ、除染技術の実証試験を行う。

事項／年度
第１期

2011年度 2012年度 2013年度

1.汚染状態推定、基礎データ取得

2.除染技術整理、除染概念検討

3.模擬汚染による除染試験

4.除染技術の実証

事項／年度
第１期

2011年度 2012年度 2013年度

1.汚染状態推定、基礎データ取得

2.除染技術整理、除染概念検討

3.模擬汚染による除染試験

4.除染技術の実証

実施工程

候補となる技術例

候補となる除染技術

要素技術 適用例

除染技術及び汚染状態への適用性評価 各発電所

汚染状況調査のための計測技術 各発電所

除染技術のロボット搭載化 TMI他

除染用ロボット・走行台車（遠隔無人、過酷環境下） TMI他

要素技術 適用例

除染技術及び汚染状態への適用性評価 各発電所

汚染状況調査のための計測技術 各発電所

除染技術のロボット搭載化 TMI他

除染用ロボット・走行台車（遠隔無人、過酷環境下） TMI他

注）2011～2012年度：原子炉建屋通路部等の比較的アクセスしやすい箇所を除染対象として実証
2013年度：部屋、上部階等アセス困難箇所を除染対象として実証
「模擬汚染による除染試験」は2011～12年度に一括で実施。

建屋内の遠隔除染技術の開発
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３．今後の計画

• 平成２４年度は当初計画どおり、汚染状態の基礎データ取
得、除染技術整理、除染概念検討、模擬汚染による除染試
験、除染技術の実証を行う。

• 以下の点について、当初計画からの見直し要否及び実施の
枠組みについて検討中。
－除染技術に関する開発のみならず遮へいなども含めた総
合的な作業環境改善方法の検討

平成24年度における事業の目標



9

模擬汚染試験

汚染調査

汚染状態の推定

汚染状態調査装置の設計

汚染状態調査装置の製作

汚染状態の調査・評価

（幹事会社：東芝）建屋内の遠隔除染技術の開発

模擬汚染試験片の検討・作成

模擬汚染用除染装置（要素技
術）の設計

模擬汚染用除染装置（要素技
術）の製作

除染装置

除染装置の設計

除染装置の製作・手配

除染装置の実機適用性評価

模擬汚染による除染試験

東京電力

ＪＡＥＡ

ゼネコン

機器・装置開発サブワーキング

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工
ＪＡＥＡ＊１

◎東芝（固着汚染調査）
日立ＧＥ（線量率調査）
三菱重工（浸透汚染調査）

◎東芝、日立ＧＥ、
ゼネコン＊１

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工
（選定された除染方法を分担）

◎東芝（固着汚染調査）
日立ＧＥ（線量率調査）
三菱重工（浸透汚染調査）

◎東芝（固着汚染調査）
日立ＧＥ（線量率調査）
三菱重工（浸透汚染調査）

技術支援
（予備除染試験、汚染形態調査）

全体計画推進連携
現場ニーズの反映

建屋コンクリート関連情報支援
模擬汚染作成支援

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工
（選定された除染方法を分担）

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工、ＪＡＥＡ＊１

（選定された除染方法を分担）

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工
（選定された除染方法を分担）

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工
（選定された除染方法を分担）

◎東芝、日立ＧＥ、三菱重工
（選定された除染方法を分担）

＊１：技術支援

４．建屋内の遠隔除染技術の開発体制

報告 管理


